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Ⅰ  事 業 報 告 

 

１ 丹沢大山登山環境意識調査結果報告書 

         ２ 瓦版の発行 

 

 
※ 新型コロナウイルス感染症拡大を巡る社会情勢等を踏まえ、令和

２年度は、「丹沢大山水質調査」及び「池の外来種調査と生き物の

観察」は実施しませんでした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 
 

丹沢大山登山環境意識調査結果報告書（概要） 

 

調査目的 丹沢大山地域への入山、登山にかかわる利用の実態、目的、自然環境保

護、保全意識などの把握をするため。 

 

調査期間 令和元年６月２５日～１１月３０日 

 

発  行 令和２年１月 

 

調査方法 調査、アンケート配布活動参加協力団体 

ＮＰＯ法人丹沢自然学校、ＮＰＯ法人四十八瀬川自然村、  

ＮＰＯ法人伊勢原森林里山研究所、町田グラウス山の会、   

丹沢ゴミ調査会、ＮＰＯ法人北丹沢山岳センター 

に協力して頂きました。 

 

アンケート調査活動場所 

新松田駅、渋沢駅、秦野駅、西丹沢・秦野ビジターセンター、  

ヤビツ峠に於いて各ボランティア団体が不定期に活動を 

行いました。 

 

アンケート用紙と回収箱設置場所 

西丹沢・秦野ビジターセンター、新松田駅前お休み処「つむＧＯ」  

大山観光案内所、伊勢原観光案内所、ヤビツ峠公衆トイレ 

日向薬師バス停、鍋割山荘、尊仏山荘、みやま山荘、蛭ヶ岳山荘 

 

回収箱等設置協力団体 

丹沢ゴミ調査会、ＮＰＯ法人丹沢自然学校、ＮＰＯ法人四十八瀬川自然村、 

ＮＰＯ法人伊勢原森林里山研究所、ＮＰＯ法人北丹沢山岳センター 

町田グラウス山の会、等に協力して頂きました。 

 

丹沢大山登山環境意識調査結果報告書の全文については、神奈川県自然環境保全センターの 

ホームページに掲載しています。 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/f4y/03shinrin/boranetto.html 

 

 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/f4y/03shinrin/boranetto.html


 丹沢ボラネット瓦版
２０２０年７月号  Ｎｏ.１０８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑写真 鍋割山稜 春 ブナ原生林の芽吹き  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑写真 ニホンジカ 新コロナウイルス感染危機で生息数の変化は？（表尾根塔ノ岳近く） 



  

写真→  

丹沢大山登山環境意識 

調査アンケート回収箱 

（新松田駅前） 

 

令和２年度事業は 

新コロナ感染症対策のため 

登山環境意識調査まとめ 

が主な事業になります。 

 

 

 

令和二年度総会は新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、初めての電子

文書とメールでの開催となりました。今回瓦版は、この総会を記録に残すため重

要資料を載せます。 

この新コロナ感染症危機年度のボラネット活動のおよその様子が県民にも次

世代にも伝われば幸いです。 

 

総会案内 

令和２ 年３ 月２ ６ 日 

 丹沢大山ボラ ンティ アネッ ト ワーク 構成団体 御中 

丹沢大山ボラ ンティ アネッ ト ワーク  

世話人会代表 小林昭五 

令和２ 年度丹沢大山ボラ ンティ アネッ ト ワーク 総会の開催について（ 通知）  

 

平素より 丹沢大山ボラ ンティ アネッ ト ワーク の活動に格別のご理解と ご協力を頂き 

厚く お礼を申し 上げます。  

さて、上記の件について新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、電子文書とメールでの開

催することと決定いたしました。 

丹沢大山ボランティアネットワークも積極的に感染拡大防止のため協力行動をしたいです。 

どうか電子文書とメールでの総会をご理解ください。 

なお、監査等に関しては関係者が協議して行います。 

令和２年度丹沢大山ボランティアネットワーク総会 



１  総会日程 

４ 月１ ７ 日（ 金） 総会原案提出 

４ 月２ ２ 日( 水) まで  質疑、 意見、 回答 

４ 月２ ３ 日( 木) ～４ 月２ ６ 日( 日) （ 午前中まで） 賛否表明 

４ 月２ ６ 日( 日)  午後決定、 総会終了 

 

２  議題 

 （ １ ） 令和元年度事業報告･決算報告 

 （ ２ ） 令和２ 年度事業計画･予算( 案)  

 （ ３ ） 世話人会の改選 

 （ ４ ） その他 

   ①水質調査･夏休み親子自然探検隊の交通費等について 

 

総会資料  （※資料の一部を 赤字又は青字に変更し て おり ま す。 ）  

 

令和２ 年度事業計画（ 案）  

１  総会 

    実施日 令和２ 年４ 月 26 日（ 日）  

    場 所 神奈川県自然環境保全センタ ー レク チャ ールーム 

    内 容 令和元年度事業・ 決算報告及び令和２ 年度事業計画・ 予算案ほか 

 

２  世話人会 

実施日 年４ 回（ ６ 、 ９ 、 12、 ３ 月の第１ 水曜日）  

場 所 神奈川県自然環境保全センタ ー（ ワーキングルーム）  

出席者 世話人及び自然環境保全センタ ー自然保護課職員 

内 容 事業の企画運営ほか 

 

３  活動事業 

（ １ ） 水質調査  

実施日   令和２ 年５ 月 

場 所   丹沢大山地域 水場 21 箇所 

内 容   大腸菌等 10 項目の水質検査 

（ ２ ） 夏休み親子自然探検隊（ 後援）  

実施日   令和２ 年８ 月２ 日（ 日）  

場 所   山北町皆瀬川 

内 容   公募県民親子を対象に丹沢の生い立ちや水の大切さ を学習する 



（ ３ ） 講演会 

    実施日   令和２ 年６ 月 20 日（ 土） 10: 00～12: 00 

    場 所   神奈川県自然環境保全センタ ー レク チャ ールーム 

    内 容   「 丹沢大山の動物について」（ 仮）  

講 師   日本哺乳類学会員 青木 雄司 氏 

 

（ ４ ） 外来種調査 

 実施日   令和２ 年 10 月 24 日（ 日）  

 場 所   神奈川県自然環境保全センタ ー自然観察園 

     内 容      池の外来種調査 

（ ５ ） 丹沢大山登山環境意識調査（ 前回平成 27 年度） 製本 

内 容   昨年度の意識調査の結果をも と に製本 

※ （ １ ） ～（ ４ ） については、 新型コ ロナウイ ルス感染症をめぐ る社会情勢を 

踏まえ、 中止等の可能性があり ます。  

 

４  広報 

（ １ ）  瓦版の発行 

（ ２ ）  活動報告書の作成 

（ ３ ）  ホームページの更新 

 

５  関係会議等への出席 

（ １ ）  緑を育む集い実行委員会 

（ ２ ）  丹沢大山自然再生委員会         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑写真丹沢中央部と表尾根全景 

左上雪山から（丹沢中央部 同角ノ頭 檜洞丸） 鍋割山 大倉尾根 塔ノ岳 三ノ塔 二ノ塔 

菩提峠 岳ノ台 ヤビツ峠 大山（イタツミ尾根） 



 
 

 

令和２ 年度予算（ 案）

１ 　 収入の部

科　 目
予算

（ Ａ ）
前年度予算額

（ B)
比　 較
（ A-B)

備考

会費 64, 000 64, 000 0 2, 000円×30団体＋未払2団体（ 4, 000円）

助成金 870, 000 850, 000 20, 000
丹沢の緑を 育む集い実行委員会
水質調査、 登山者意識調査、 夏休み親子自
然探検隊、 外来種駆除活動、 講演会

参加費 60, 000 46, 000 14, 000
2, 500円×24組( 大人1, 500円、 子ども 1000
円）

繰越金 11, 802 2, 277 9, 525

合計 1, 005, 802 962, 277 43, 525

２ 　 支出の部

科　 目
予算

（ Ａ ）
前年度予算額

（ B)
比　 較
（ A-B)

備考

水質調査 260, 000 260, 000 0 交通費補助、 採水ビン送料、 検定料等

登山者意識調
査

120, 000 220, 000 ▲ 100, 000 製本代等

夏休み親子自
然探検隊

360, 000 370, 000 ▲ 10, 000
バス借上げ代、 講師謝礼、 保険料、 交通費
補助、 資料代、 諸器具・ 消耗品費

外来種駆除活
動

70, 000 10, 000 60, 000 講師謝礼、 資料代、 諸器具・ 消耗品費等

講演会 50, 000 30, 000 20, 000 講師交通費、 資料代等

世話人会運営
費

53, 000 30, 000 23, 000 交通費補助、 通信費等

丹沢大山自然
再生委員会会
費

10, 220 10, 216 4 会費、 振込手数料等

予備費 82, 582 32, 061 50, 521

合計 1, 005, 802 962, 277 43, 525



 

水質調査･夏休み親子自然探検隊（後援）等の交通費等（案）について 

次のように改定します。 

１ 電車バスの人の交通費 → 実費を負担する。（車同乗するまでの実費） 

２ 車出す人の交通費   → 3,000円を負担する。 

水質調査については一箇所最高で２人参加分負担する。 

理由 転落、落石等の危険があるので安全を考慮しました。 

水質調査で今までと変更された点は以下２点です。 

3,000 円 → 実費  （車を出す人は 3,000 円→3,000 円） 

１人分援助→最高２人分まで（安全や作業のため２人行動） 

 

参考 今までの水質、親子の交通費支給金額の様子 

・水質調査 １箇所につき 3,000 円 ２カ所なら 6,000 円 

・夏休み親子自然探検隊 準備を含め１回参加 3,000 円、２回なら 6,000 円 

車出す人は別に１回 2,000 円がプラスされます。 

 

３ 遠隔地水汲み徒歩について等は 

令和２年度の世話人会で話し合いたいです。 

（今まで考慮していない） 

４ 水質調査や夏休み親子自然探検隊等の交通費等に関しては 

親子後援もボラネットの予算の内での支出事業なので１、２で同じにします。 

（今までそれぞれ援助の内容が異なっていた） 

 

＜今後の課題＞ 

水質調査や夏休み親子自然探検隊等の事業は、県とのパートナーシップのもと取り組んで

いる事業です。 

ボラネット世話人会は、定年延長があり,再任用もある現在、共同事業を支えるボラネットの

各団体が高齢化し解散する団体や弱体化する団体がある中で、どのような支援を行えるかが

課題になっています。 

丹沢大山の環境保護のため、事業が今後先細りでなく、持続的にどうしたら発展させる事が

出来るか、大局的視点に立って考えたいと思います。 

今まではボランティア各団体の献身的努力の中で何とか支えられてきました。 

そのような環境の中で次年度世話人会では参加しやすい環境を整えたいです。 

私達は今後も水質の様子や研究材料を県民の皆様へ伝えていきたい希望があります。 

当面の課題は一軒屋避難小屋前水場等の難関な場所をどうするか考えたいと思います。 

「水質調査は良い事業ですね」と褒められ、もっと丹沢の水質のデーターを知りたいなどの

言葉を多く頂いています。このような言葉で励まされます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度丹沢大山ボランティアネットワーク総会結果（報告） 

１ 日時・場所 

  新型コロナウイルス感染症をめぐる社会情勢を踏まえ、書面にて開催 

・ 令和２年４月 17 日 各団体に資料送付 

・ 令和２年４月 26 日 各議案への賛否回答締め切り 

２ 出席者 

別紙出席者名簿のとおり（回答 18 団体、未回答 12 団体） 

３ 各議案の承認状況 

  すべての議案について、出席者（回答者）の過半数の賛成により、承認された。 

（丹沢大山ボランティアネットワーク会則第７条第３項） 

議案１： 令和元年度事業報告・決算報告 

資料１．２のとおり承認（賛成 18、反対０） 

議案２： 令和２年度事業計画・予算（案） 

資料３．４のとおり承認（賛成 18、反対０） 

議案３： 世話人の改選 

資料５のとおり承認（賛成 18、反対０） 

議案４： その他（水質調査･夏休み親子自然探検隊の交通費等について） 

資料６のとおり承認（賛成 18、反対０） 

 

４ その他（意見等） 

 ・ 丹沢大山登山環境意識調査の公表方法について、製本だけでなく、ホームページ等でも

確認できるようにしてほしい。 

 ⇒公表方法について、ホームページ公開も含めて自然環境保全センターとも調整していく。 

 ・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、外出自粛が求められる中、会費の徴収方法

について、従前の現金納付ではなく、銀行振込等について検討してほしい。 

  ⇒ 銀行振込について検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑写真 ボラネット活動                ↑写真 自然観察会 

自然環境保全センター観察池（たたら沢）        葛葉川（葛葉の泉） 川の水音聴き 



令和２年度丹沢大山ボランティアネットワーク世話人 

 氏  名 団 体 名 任期 

代 表 小林 昭五 NPO法人丹沢自然学校 令和2. 4～令和4. 3 

副代表 小野 均 NPO法人四十八瀬川自然村 令和2. 4～令和4. 3 

副代表 山口 寿則 NPO法人伊勢原森林里山研究会 令和元. 4～令和3. 3 

会 計 黒坂 博 丹沢環境推進会議 令和2. 4～令和4. 3 

監 事 安井 啓子 NPO法人野生動物救護の会 令和元. 4～令和3. 3 

監 事 森島 眞知子 町田グラ ウス山の会 令和元. 4～令和3. 3 

 栗林 弘樹 丹沢ゴミ 調査会 令和2. 4～令和4. 3 

 

新世話人 黒坂博氏の挨拶（丹沢環境推進会議） 

今回、会計のお手伝いをすることになりました。 

代表の小林さんとは古い付き合いになります。 

首都圏の人も丹沢に興味を持っている人 

が多いようで、定年になったら、こちらで 

ボランティアをやりたい、こちらから首都圏に 

通えるか等言ってくる人もおりました。 

知り合いの大工さんは、一日一万歩で 

丹沢に登ろうと言っています。 

私も心がけています。 

神奈川はこの合言葉の下に長寿県を 

めざしていけるかなと思っています。            ↑写真黒坂様 

登山環境意識調査活動（新松田駅前） 

任期満了辞任の世話人 

石山 浩恵 様（ 会計監査）  お疲れ様でし た。 感謝を申し 上げます。  

多田 慎一 様（ 会計）    お疲れ様でし た。 感謝を申し 上げます。  

 

 



 

 

 

北丹沢山岳センター･蛭ヶ岳山荘･神ノ川ヒュッテ管理委員会 

神ノ川ヒュッテは、昨秋の台風１９号での林道土砂災害および新型コロナウイルス禍のため、 

只今休業中です。それに伴い、林道の点検活動や清掃活動等ボランティア活動も 

活動停止中です。 

なお、見守りパトロールは定期的に行っています。写真で林道の様子をお知らせします。 

よろしくお願いいたします。 

神ノ川ヒュッテ管理委員会･北丹沢山岳センター･杉本 憲昭 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

東海道自然歩道青根付近              林道へ積もった土砂 

 

 

 

 

 

 

 

 

神ノ川ヒュッテ付近の様子             土台が流されたヒュッテの建物 

丹沢大山ボランティアネットワーク参加団体行事等案内 



西丹沢の自然にふれあう 会 

 

 

2019 年 12 月

例会 仏果山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 6 月例会 ゴーラ 沢出合 

 ソ ーシャ ルディ スタ ン ス  

◆ 月例清掃登山 

「 西丹沢の自然にふれあう 会」 では、 清掃（ コ ロナにより 中止中） 登山を  行っ ています。  

軽いハイ キングができ る方、 どなたでも 参加大歓迎です。  

8－10 月の予定は、 次のと おり です。 集合の後、 バスを利用し て目的地に 向かいます。  

詳細はお問い合わせ下さ い。     m nnum ano@jcom .hom e.ne. jp 沼野正睦 

 

月 日 行先 集合など（ 変更の可能性あり ます）  

8/22（ 土）  ・ 西丹沢 VC～本棚・ 下棚(ピ スト ン ) 8 時  新松田駅 バス利用 

9/26（ 土）  ・ A:西丹沢 VC～善六のタ ワ～畦ヶ 丸避難小屋(ピスト

ン ) 

・ B:西丹沢 VC～本棚・ 下棚(ピ スト ン ) 

8 時  新松田駅 バス利用 

10/24（ 土) ・ バス停～富士見橋～二ノ 塔～三ノ 塔(ピ スト ン ) 8 時 秦野駅北口バス利用 

 

mailto:mnnumano@jcom.home.ne.jp


自然環境保全センターから 

自然環境保全センターでは、自然保護課において、丹沢大山ボランティアネットワークの庶

務として、ボラネット活動の支援を行っております。 

令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、当センターでも、７月現在、各

種研修や行事、研修室の貸し出し等を中止としておりますが、野外施設及び屋内展示施設に

ついては、６月から再開しております。 

また、今年度から、当センターのホームページの他、Twitter でも、野外施設の状況等の情

報発信を始めましたので、是非ご覧ください。 

 

＜自然環境保全センタ ーTwi t t er＞ 

URL ： https://twitter.com/hozenc_kanagawa 

 （県トップページ→ソーシャルメディア一覧にもリンクが掲載されています） 

 

＜自然環境保全センタ ー組織＞       

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【連絡先】 自然保護課（ボラネット庶務担当） 市川 046-248-6682 
 

 

丹 沢ボラネット瓦 版 ２０２０年 ７月 号（通 巻 １０８号 ）７月 １７日 発 行  

丹 沢  大 山 ボランティアネットワーク世 話 人 会 代 表  小 林  昭 五  

 

 （令和２年４月１日現在） 1

1

1 1

11(2) 23(18) 25(21) 13(8) 6(3) 5(1) 15(10) 6(1) 15(13)

※ (  )内は臨任、再任用及び非常勤の職員数で内数 合計 136人（81人）
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丹 沢 大 山 登 山 環 境 意 識 調 査  報 告  丹沢・ 大山ボラ ン ティ アネッ ト ワーク 世話人会 

１  はじ めに 

丹沢大山ボラ ンティ アネッ ト ワーク （ 以後「 丹沢ボラ ネッ ト 」 と いう ） は、  

丹沢への入山者にアンケート 調査を実施し まし た。 丹沢大山地域への入山、  

登山に関わる利用の実態、 目的、 自然環境保護保全意識などを 調べまし た。  

こ の調査は平成１ ６ 年度の「 丹沢大山総合調査」、 平成２ ６ 年度「 丹沢大山  

登山環境 意識調査」 以後、 丹沢大山地域への入山者の環境意識はどのよう に 

変化し たかを調べるこ と が目的です。  

平成５ 年度以後の大規模な「 丹沢大山自然環境調査」 そし て平成 16 年度から の

「 丹沢大山総合調査」 を経て現在では第３ 期「 丹沢大山自然再生計画」 が実施、  

実行さ れています。  

その結果、 全国の先駆けと なる自然公園の素晴ら し い復活が見え始め、  

神奈川県丹沢モデルと なり 他県の自然再生事業へ影響を 与えています。  

「 丹沢大山の水場水質調査」と 以前行われていた「 丹沢主要登山道利用実態調査」  

と 共に丹沢再生の良い資料の積み重ねになれば幸いです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 丹沢自然学校･登山環境意識調査アンケート 活動中 

場 所･西丹沢ビジタ ーセンタ ー 

２  今回の調査のやり 方 

調査期間は令和元年６ 月２ ６ 日～１ １ 月３ ０ 日に行いまし た。  

「 四十八瀬川自然村」「 伊勢原森林里山研究所」「 北丹沢山岳センタ ー」  

「 町田グラ ウス山の会」「 丹沢ゴミ 調査会」「 丹沢自然学校」 の協力により 、  

登山者へアンケート 用紙を 配布し まし た。  

配布活動の日時は各団体の都合により 行いまし たので統一さ れていません。  

入山者が多い土日祝日のアンケート 活動が多かっ たです。  

★今回はアン ケート 記入のお礼と し てティ ッ シュ ペーパーを さ し 上げまし た。  
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                        ↑写真  西丹沢ビ ジタ ーセン タ ー  

 ティ ッ シュ ペーパーと 小型回収箱 

西丹沢と 秦野各ビジタ ーセンタ ー、 新松田駅前松田町･お休み処「 つむＧ Ｏ 」、 

ヤビツ峠ト イ レ 、 大山観光案内所、 伊勢原観光案内所、 日向薬師バス停、  

鍋割山荘、 みやま山荘、 尊仏山荘、 蛭ヶ 岳山荘等 

に設置し たアンケート 回収箱で回収する方法で実施し まし た。（ 一部直接回収）  

また、 アンケート 用紙は、 回収箱を設置し た施設へも 置いて頂き まし た。  

施設の利用者や宿泊登山者の協力も 得ら れるよう にし まし た。  

特に宿泊施設利用登山者は、 時間的余裕があるので筆記項目等も 詳し く  

アンケート 記入をし て頂き まし た。 丹沢環境保全のために建設的な良い意見を 

多く 頂いています。  

 

★ 今回はイ ンタ ーネッ ト ウェ ブサイ ト を 使い、 ボラ ネッ ト Ｈ Ｐ から  

丹沢大山登山経験者も アンケート 用紙記入が出来るよう にし まし た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑写真 ティ ッ シュ ペーパーの表紙 
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デザイ ン等は丹沢ごみ調査会の栗林さ んを 中心に作成し まし た。  

丹沢大山ボラ ンティ アネッ ト ワーク の活動趣旨と 登山環境意識調査の 

回答のお礼や回答記入の便利さ や調査活動の県民へのＰ Ｒ を目的にし まし た。  

ＷＥ Ｂ 回答と し て入山者数に入っ ています。  

 

調査項目は、 平成１ ６ 年に実施さ れた丹沢大山総合調査（ 以後「 総合調査」）  

の「 登山者の登山環境に関する意識調査」 と 前回平成２ ６ 年度に実施さ れた 

丹沢大山登山環境意識調査を 基に「 回答者の属性や登山の準備状況、 目的」、  

「 施設の整備状況や利用状況」、「 自然環境への影響」 など 

 

１ １ 項目（ 前回１ ２ 項目） を 設定し まし た。  

前回と 回答質問等に少し 変化が見ら れます。 回答にも 少し 影響が見ら れます。  

忙し い登山者のアンケート 記入時間を 配慮し 、 内容削減等を 話し 合い工夫し た。 

削減し た質問項目      ①使用済みト イ レ紙の持ち帰り の周知 

②今後必要になる登山関連施設の要望 

新たに加えた項目      ①入山者の登山コ ース等 

新たに加えた追加小質問   ①水場の利用の目的 

３  アンケート 記入者の基本的資料 

アン ケート 用紙回収数、 ８ ７ ２ 枚 

西丹沢２ ６ １ 枚、 表丹沢３ １ ９ 枚、 大山・ 伊勢原７ ２ 枚、 山小屋１ ３ ０ 枚、  

イ ンタ ーネッ ト ８ ２ 枚、 その他８ 枚を 回収し まし た。  

 

丹沢大山地域への入山者の割合％を 表す時の基本数と し ます。  

比較の資料 （ 総合調査と 前回調査の基礎数字）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献 

丹沢大山総合調査（ 平成 16 年度） の回収数（ 分類）  

回収数 1128 枚（ 男性 718 人 63. 7％・ 女性 338 人 30. 0％ 

・ 不明 72 人 6. 3％）  

 

前回調査 平成 26 年丹沢大山登山環境意識調査の回収数（ 分類）  

回収数 739 枚  内 一般登山者 643 人 （ 男 400 人 女 233 人 

記載なし 10 人）  ボラ ネッ ト 団体 96 人 

資料の偏り を防ぐ ためボラ ネッ ト 96 枚（ 参考資料と する） を 

除き まし た。  

一般登山者 643 人（ 枚） を 基準にし ます。  
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↑写真 回収箱設置場所・ ヤビツ峠登山口 登山者で賑わう  

４  安全登山の意識について  

★登山者の安全登山の意識について調査を し まし た。  

質問３  次の物を お持ちですか？ （ 前回から 変更項目あり ）  

登山装備、 準備と 丹沢登山経験回数の関係を 調べまし た。    

登山の準備装備のう ち運動靴を除き 、 経験者は所持し ている割合が高く 、  

地図はも と より ヘッ ド ラ ンプの予備電池まで持っ ています。  

何回も の登山でのいろ いろ な経験から 安全について学び、 装備が充実し て行く  

様子が読み取れます。  

 初めて 2～9 回 10 回以上 合計 

登山靴 66 名 211 名 257 名 534 名  62％ 

運動靴 70 名 175 名 146 名 391 名  45％ 

紙地図 54 名 140 名 203 名 397 名  46％ 

アナログのコ ンパス 46 名 111 名 200 名 357 名  41％ 

位置情報アプリ  51 名 176 名 208 名 435 名  50％ 

ヘッ ド ラ ンプと 電池 84 名 220 名 275 名 579 名  67％ 

記入無し  35 名 85 名 87 名 207 名  24％ 

合計 406 名 1118 名 1376 名 2900 名 

ヘッ ド ラ ンプと 予備電池は全体の装備準備の中で最高 67％( 66%)  

に達し ています。  

こ れは喜ばし いこ と であり 前回より 、 わずかだが増加し ています。  

登山者にと っ ては何が起こ るか分から ないですから 絶対の必需品です。  

 

・ 今回は今までにない位置情報アプリ と 運動靴に関し て調べまし た。  

紙地図やアナログコ ンパスに取っ て代わる勢いで登山者に普及し ています。  

霧の中でも 雨天でも 現在地と 地形が分かり 、 小さ く 軽い装備で便利なのです。  
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届出済み

こ れから

373人42％
知ら な

かっ た, 

210人,

24％

知っ てい

たが提出

し ていな

い 173人, 

20％

記入なし

122人, 

14%

登山届の提出状況

し かし ながら 紙地図やコ ンパスは今でも 大切な登山必需品です。  

登山者にと っ ては、 安全で使いやすく 小さ く 軽い、 高品質な登山用品が 

普及し てき たこ と は喜ばし いこ と ですね。  

靴は登山靴が大部分ですが、 運動靴が初心者には普通に見ら れます。  

 

★登山回数別に登山者の割合を 調べまし た。  

 

 

 

 

 

割合と し てみると 15％（ 133 人） の人が新し い丹沢登山者と みら れます。  

こ の人達への丹沢入山者心構え等の啓発を 、 毎年持続的に続けるこ と が大切か

と 思われます。 も ちろ んあら ゆる機会を 捉えて全ての人へ丹沢の環境等について 

理解をし て頂く こ と も 大事です。  

 

質問４  登山届は出し まし たか？ 全員に聞き まし た。（   ） 前回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未記入者 122 人、 1４ ％を 表から 除き 、 提出者を 高めに割合を 計算すると  

登山届の提出状況は、「 届出済･こ れから 提出」 50％になり ます。  

前回と 比較すると 、 こ の計算でも （ 69％） →50％と 大変に落ち込んでいます。  

基本的安全意識の低下が見ら れます。  

「 知っ ていたが未提出」 23％、 はどのよう に考えますか！ 

登山届の周知率は（ 92％） →73％と 落ちこ み「 知ら なかっ た」（ ８ ％） →27％ 

と 増加し ています。 こ の変化も どのよう に考えれば良いでし ょ う か？ 

★登山回数と 登山届提出の関係も 調べまし た。（ 表 次ページ）  

・ 回数別周知状況も 見てみまし ょ う 。  

133人,15% 365人,42% 367人,42%

1%
初めて 2回～9回 10回以上 登山回数 記入なし
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63% .302人 17% .80人 20% .94人割合％

水場の利用の仕方

直接飲む 持ち帰り 顔や手等を洗う

★丹沢大山地域で実施し ている行事等への参加状況を 14 項目の中から  

複数回答可能と し て選んでも ら う 形式と し まし た。  

   前回調査は一位 １ 植樹 、 二位 13 ハイ キング等、 三位 ６ 清掃登山でし た。  

   今回調査も 同じ よう な傾向です。  

 

・ その他いろ いろ な行事があり ます。  

山マラ ソ ン、 禊体験、 節分祭ほか多数、 ク リ ーンキャ ンペーン、 鹿調査 

ト レ イ ルレ ース、 山開き 式、 大山登山マラ ソ ン、 秦野丹沢まつり 山開き 式、  

ロゲイ ニング、 学生時代に森林調査、 ブナ調査、 アド ベンチャ ーレ ース、 石あげ 

丹沢地域への多く の入山者はイ ベント と し ての登山ではなく  

自分の目的、 楽し みを 持っ て入山をし ています。  

今後の丹沢の地域行事では、 次世代へ丹沢遺産を 引き 継ぐ ため、 丹沢の再生 

と 観光を 連携し た環境重視の行事が望まれます。  

 

登山者の登山動向を 調べるにあたっ ては、 キャ ンプや参拝者等を 除き 、  

登山者のみへの質問が分かり 易く 、 記入無し が減ると 思われます。  

反省材料と し ては、 次の調査では発問の工夫が必要かなと 思われます。  

 

６ 水場利用について 

質問９  丹沢大山地域の水場を 利用し たこ と があり ますか？ 

 

 

 

 

 

 

水場の利用状況は「 利用し たこ と がある」 439 人、 52％（ 21％）  

「 ない」 317 人、 37％（ 37％） であっ た。  （  ） 内は前回調査 

前回の調査より 増加し ています。  

   意外と利用者の割合は少ないです。季節や天気等も関係すると思います。 

    

★続けて利用者に、 どのよ う な利用の目的かを たずねまし た。  

 

 

 

 

 

 

52% .439人 37% .317人 11% .91人割合％

ある ない 記入なし
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今回のアンケート では、 利用者の中で水場を どのよう に利用し ているか 

新たに問いを加えまし た。  

水場で湧水等を 直接飲む人が 302 人、 半数以上 63％の人が飲むと  

答えています。  

「 多いと 思えるか」「 少ないと 思えるか」 どのよう な見方を すれば良いだろ う か？ 

護摩屋敷の水、 葛葉の泉、 竜神の泉等はよく 利用さ れています。  

車でも 行けるので登山者ばかり なく  

多方面の方に利用さ れています。 夏など 

シーズン中は、 いつも 賑わっ ていて 

行列が出来ます。  

 

★登山者がその他利用し た水場 

塔ノ 岳直下の水場（ 不動の水） 、  

白石峠の下の水場、 日向林道起点水場、  

蛭ヶ 岳東部水場、 春嶽湧水、 西丹沢県民の森、 ↑写真 護摩屋敷の水（ ヤビツ峠北側）  

仲ノ 沢法面水場等を 利用し ています。  大山の下社、 大山の弘法の水、  

弘法山井戸、 弘法の清水等は一般観光者も 多いです。  

水場の水質については丹沢大山ボラ ネッ ト が、 毎年５ 月に 22 箇所で継続的に 

水質調査を 行っ ています。 ボラ ネッ ト 瓦版や自然環境保全センタ ー報告に 

水質調査報告が載っ ています。 体験活動等の時に利用をし てく ださ い。  

水場の利用は、 基本的には大腸菌や一般細菌の有無に関係なく  

「 煮沸」 し ての利用が原則です。  

  

★登山回数と 水場利用の関係を 見てみまし ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の報告書では初心者は利用が少なく （ 8. 4%）、 また女性も 男性と 比べると  

利用に大き な差が有り 、 少ないと 報告さ れていまし た。  

今回は登山回数と も 男女別でも 、 あまり 極端な関係はあり ませんでし た。  

水場で水を 飲む行為は２ ～９ 回の登山者は、 198 人中 118 人、 60％で多いです。  

89

198

280

567

45

118 134

297

51% 60% 48% 52%
0
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★項目 登山の際、 自然環境に気を 付けているこ と があり ますか。（ 文章記入）  

･登山道を 外れない様に気を 付けている。  

広がっ て駄目になら ないよう 真ん中歩く 。  

･木道のある箇所は必ず木道を歩く 。  

大倉尾根では水切り を掃除する。  

･ゴミ を 落と さ ない、 アメ 等の小さ なゴミ が 

落ちないよう に、 見つけたら 拾う 。  

･残飯の持ち帰り の徹底、 携帯ト イ レ持参  

→写真 仲ノ 沢法面水場清掃が行き 届いています 

 

８  自然環境を 保全するための必要な取組み 

質問１ １  丹沢大山の自然環境を 保全するためには、 どのよう な取組みが 

必要ですか？ （ 記述回答）  

いろ いろ な環境への取り 組みで正反対の意見も 多く 見ら れまし た。  

 

★自然のままが良い。 整備は必要、 防災環境保全のためにし て欲し い。  

･人が多すぎであるし 、 山の崩れも 多いため様々なレ ベルの人が楽し めるよう  

整備が行き 届いていますが、 なるべく 自然のままが良い。  

･木道がよく 行き 届き 、 整備状況が良く 初心者が多い反面、 悪い所は渋滞する。  

･街の公園化する必要は無く 整備さ れた山は好き ではないが整備は必要と 思う 。  

★入山料、 入山規制や自家用車の乗入れ規制、 オーバーユース対策等について 

・ 入山料（ 入山料や駐車場料金、  

公衆ト イ レ利用料の徴収） の検討し てみる。  

・ 登山口で一人入山料 1000 円を 頂く 。  

オーバーユース対策、 自家用車の規制,  

登山者の分散化も 必要。       

→写真 50 年前 蛭ヶ 岳山頂付近には林冠ギャ ッ プ 

（ 草地） も 有っ たが、 豊かな自然が有っ た.  

 

★イ ベント 等に対する意見。   

厳し い意見が多いです。 主催者等は事業趣旨 

を 知ら せ、 お互いに理解し 合う 事が大切です。  

・ ト レラ ンを禁止するべき である、 歩道草地を  

大き く 傷つけている。 歩く 人に対し ても 脅威を 感じ さ せる。 観光ツアー、  

イ ベント 等と 自然保護、 保全は対立する のではなく 共存の道を 捜し たいと 思う 。  

★水源環境保全税等について                          

水源環境保全税について入山者には、 まだまだ周知不十分と 思えます。  

ト イ レ整備など環境整備に使われているこ と のＰ Ｒ も 大切です。  
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９  まと め 

丹沢大山登山環境意識調査は令和元年度に丹沢大山ボラ ンティ アネッ ト ワーク

参加団体の協力で実施さ れまし た。 そし て令和２ 年度にボラ ネッ ト 世話人会がアン

ケート を冊子の形でまと めまし た。  

平成から 令和の時代に変わっ た令和元年に調査が行われまし た。 こ の年の環境問

題は地球環境問題で、 自然環境と 言う より プラ スチッ ク ゴミ やビニールレジ袋等が

海洋生物など地球環境汚染問題と し て大き く 取り 上げら れ始めた時期です。  

丹沢大山入山者の環境意識は調査結果を 見ると 、 残念ながら 以前の調査時より も

僅かではあり ますが、 後退傾向が見ら れまし た。  

令和２ 年度は新型コ ロナ感染症禍の中で、 ボラ ネッ ト 事業は次々と 中止を 余儀な

く さ れています。 環境教育分野でも 実践活動等でも 停滞し てし まいまし た。  

こ のよう な状況の中で新し い生活様式の中で、 私達ボラ ネッ ト は事業へ取り 組ん

でいき ます。 そし て今後、 最も 大切になっ てく るのは環境啓発活動や体験活動かと

思われます。  

丹沢大山総合調査以来、 神奈川県と ボラ ンティ ア団体は連携し て、 丹沢の環境保

護保全へ取り 組んでき まし た。  

自信を持っ て言わせていただき たい事は、 丹沢大山地域は今までの先進的取り 組

みにより 、 自然環境は目に見える形で復活の傾向にあり 、 自然の回復が軌道に乗っ

てき た事です。 登山道や危険箇所、 ト イ レ 等も 整備さ れて来まし た。  

それに伴い丹沢入山者も 、 様々な事業、 体験活動の中で環境意識を も 向上を し て

き まし た。 それは総合調査、 前回の調査でも 肯 

定的意識比率が高い事で明ら かにさ れています。  

今回のアンケート 結果を踏まえ令和の時代に 

合っ たボラ ネッ ト 活動にし たいも のです。  

働き 方改革、 新し い生活様式等により 新し い 

丹沢登山者、 キャ ンパー、 観光来訪者等が増え 

「 環境啓発活動が全ての入山者には行き 届いて 

いない」 と 思われます。  

私達の課題は多方面から 県民全体に向け、 数 

 多く の場面で積極的に環境啓発活動を進めて行 

 く こ と です。  

次世代の神奈川県民へ豊かな自然のある丹沢 

大山の自然遺産、 文化遺産を 遺し たいも のです。  

 

 

参考文献「 丹沢大山総合調査学術報告書」        ↑写真 塔ノ 岳山頂から の展望 

平成 26 年度 丹沢大山登山環境意識調査     親から 子へ遺す丹沢大山自然文化遺産 
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西丹沢の自然にふれあう 会 

2019 年 

12 月例会 

仏果山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 6 月例会 ゴーラ 沢出合 

 ソ ーシャ ルディ スタ ン ス  

 

 

◆ 月例清掃登山 

「 西丹沢の自然にふれあう 会」 では、 清掃登山を  行っ ています。  

軽いハイ キングができ る方、 どなたでも 参加大歓迎です。  

2－4 月の予定は、次のと おり です。集合の後、徒歩またはバスを利用し て目的地に向かいます。 

集合時間などは、 月初に案内さ れます。 中止・ 行先変更などの可能性も あり ます。  

詳細はお問い合わせ下さ い。     m nnum ano@jcom .hom e.ne.jp 沼野正睦 

 

月 日 行先 集合など 

2/27（ 土）  
・ 鶴巻温泉駅～吾妻山～善波峠～弘法山～権現山～秦

野駅 

小田急線鶴巻温泉駅 バス

利用 

3/27（ 土）  ・ 大倉バス停～大倉尾根～堀山の家(ピ スト ン) 
小田急線渋沢駅 神奈中バ

ス大倉行 バス利用 

4/24（ 土）  ・ 谷峨駅～大野山(ピ スト ン ) JR 御殿場線谷峨駅 

 

丹沢大山ボラ ン ティ アネッ ト ワーク 参加団体行事等案内 

mailto:mnnumano@jcom.home.ne.jp
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団体名称 神奈川県勤労者山岳連盟 

 

 

神奈川県勤労者山岳連盟は国民の登山要求の高まりの中で、「安く、楽しく、安

全に」を合言葉に 1968 年に結成し、半世紀を越えた。登山が自然をフィールド

とするスポーツである以上、常に自然との共存共生や遭難事故防止の課題を伴っ

ている。私たちは自らの登山技術や知識を高め、仲間を迎え入れ、登山活動の一

層の充実と発展を図る。また、自然保護委員会を設立し、丹沢をはじめとする自

然保護活動にも力を尽くしてきている。 

【設立年月日】1968 年 

団体情報 【代表者】渡辺 三男 

【会員数】635 名 

【ホームページ】http://www.k-rouzan.net/ 

活動内容 ２０２０年活動報告 

 
●「第４３回丹沢クリーンハイク」中止 
２０２０年５月、「年に一度は丹沢に恩返し」をキャッチフレーズに登山道整備に力

を注ごうと準備を進めていたが、コロナ禍で中止となる。 

２０２０年はこれからのクリーンハイクの検討期間とし、登山道整備について学び

たいと、神奈川県自然公園指導員の登山道補修隊にお願いし、補修活動を見学させ

ていただいた(2020 年 10 月、12 月、大山於いて)。 

 

⬤日本勤労者山岳連盟内外の自然観察会、全国自然保護集会、自然保護担当者会議、

自然保護講演会などへ参加し、自然保護について学ぶ。 
 
●東日本大震災の被災地支援活動 
現地の勤労者山岳連盟と交流し、宮城県石巻市民植樹活動、福島南相馬こども達の

保養プロジェクトなどボランティア活動を持続して取り組んでいる。 
コロナ禍で、2020 年 11 月、東日本大震災石巻ボランティアの活動のみ参加。  

        
連絡先 【担当者】磯部 津輝子  

【住 所】〒221-0045 横浜市神奈川区神奈川 2-14-16 トーリクビル 3階 

【電 話】045-534-5553（新日本スポーツ連盟神奈川県連盟取次） 

【ＦＡＸ】045-534-5554 

【メール】http://www.k-rouzan.net/ 

 

http://www.k-rouzan.net/
http://www.k-rouzan.net/


団体名称 横浜わらび山の会 

設立目的 

 

自然を通じて会員相互の親睦をはかり、「生涯登山」を合言葉に楽しい山歩きやハイ

キングを目的としています。日帰り山行は元より、夏の山行、街中ハイキングから神社、

仏閣巡り、温泉、花巡り、障害者登山への積極的参加などを通して、自然を愛し、自然

保護に力を入れ、自然と親しみながら、「和やかに」「楽しく」「美しく」、いつまでも元気

でいられるよう行動しています。 

会名「わらび」は、理念のなかの「和やかに」「楽しく」「美しく」の和・楽・美を合わせて

「わらび」と命名しました。 

【設立年月日】１９９０年３月 

団体情報 【代表者】武智 清史    

【会員数】２９名  ５０才～７０才代が中心 

【ホームページ】横浜わらび山の会 

活動内容 １０月２４日（土） 

丹沢の緑を育む集い実行委員会主催の植樹事業に４名参加。 

植樹の場所は菩提峠エリア 

 

 

 

 

連絡先 【担当者】長谷川 隆 

【住 所】 

【電 話】 

【ＦＡＸ】  

【メール】BRB35371@nifty.com 

 

 

 

 

mailto:BRB35371@nifty.com


団体名称 かながわフィールドスタッフクラブ 

設立目的 

 

かながわフィールドスタッフクラブは、神奈川県自然環境保全センターが自然保

護を目的として設置した神奈川県フィールドスタッフ養成研修を修了した有志

によって構成されております。 

1994 年（平成 ６年）神奈川県フィールドスタッフクラブとして発足 

2008 年（平成２０年）に NPO 法人かながわフィールドスタッフクラブとして認

証を受け、現在神奈川県内各地、特に厚木市七沢の神奈川県自然環境保全センタ

ーを中心に活動しております。 

団体情報 【代表者】    大野征一    

【会員数】    ６０名 

【ホームページ】 http://www.npokfsc.com/ 

活動内容 １， 遠足観察会 

年間６～７回、神奈川県内自然公園を中心に日帰り観察会を実施。 

“令和２年度はコロナウイルス感染予防の為実施を中止しました” 

 

２， 神奈川県立自然環境保全センターから要請を受けての活動。 

① ミニ観察会  

毎月第４日曜日に保全センター来館者を午後１時から３時までの２時

間、観察コースを案内解説する。 

② 発見クラブ 

センターが募集をした参加者と共に樹木園観察後に自然素材を使った

クラフト作りを実施。 

③ 自然園ガイド 

神奈川県内各地の学校・幼稚園・各種団体から要望のあった「自然環

境保全センター見学会」のガイド役を務める（平日対応） 

④ フィールドスタッフ養成実習 

神奈川県が環境保全センターを会場として実施の「フィールドスタッ

フ養成講座」の一部フィールドでの養成実習を年間４回実施。 

“令和２年度の上記４事業は、すべて中止となっております” 

 

３， 宮ケ瀬湖周辺事業 

① 園地で採取したセラドン石をペンダントに加工 

実施日：令和２年１２月５日 参加者１４名 

１２月、冷たい水で石を洗い気に入った形に磨き上げるのは大変で

すが、親子が楽し気にペンダント作りに夢中になっていました。  

                                    

                              

                              

                              

                                 

 
 

[文書の重要な部分を引

用して読者の注意を引

いたり、このスペースを

 

http://www.npokfsc.com/


② 園地で刈り取ったススキを使ったミミズク作り 

                                     

                                     

                             

 

 

 

           作り方指導中      出来たミミズクたち 

 

 ４、七沢森林公園事業 

 

   ①公園内モニタリング・観察会 

毎月第１日曜日 9：00～12：30 自由参加 

    園内を「沢のエリア」「尾根のエリア」「おおやまエリア」「ながめの道

エリア」に区分して 

＊植物の開花情報・結実情報  

＊哺乳類、鳥類、両生類、爬虫類、昆虫の情報を記録、撮影する。 

    一般参加者も同行して、モニタリング状況を見学しつつ、移動中にスタ

ッフからの解説を聴く。 

     

③ 森林セラピー  

毎月第２日曜日 9：55～12：30 自由参加 

            （但し暑気７月と８月、寒気１月と２月は中止） 

     森林浴、気功、呼吸法、ハンモック、太極拳などにより、健康増進を

図ります。なかでもハンモック体験は人気がある。 

                   

                     ハンモックを体験中 

連絡先 【担当者】石井 晃 

【住 所】厚木市旭町 １－３４－３－６０２ 

【電 話】０４６－２８１－９３２０ 

【ＦＡＸ】 

【メール】aishii@jasmin.ocn.ne.jp 

 

 
[文書の重要な部分を引用し

て読者の注意を引いたり、こ

のスペースを使って注目ポ

イントを強調したりしまし

ょう。このテキスト ボック

スは、ドラッグしてページ上

の好きな場所に配置できま

す。] 

 

mailto:aishii@jasmin.ocn.ne.jp


団体名称 神ノ川ヒュッテ管理委員会 

設立目的 

 

 

山岳愛好者を中心とする一般公衆に対して、北丹沢地域の山岳活動に関する 

事業を行い、もって環境保護・スポーツ振興・災害救助に寄与することを 

目的とする。 

自然保護活動（広河原植林事業、東海自然歩道監視、整備等）の基地及び 

山岳スポーツ（トレイルレース）の基地として活動している。 

 

【設立年月日】 １９９３年 ４月 １日 

 

団体情報 【代表者】杉本 憲昭 

 

【会員数】５０名 

 

【ホームページ】http://kitatan.com/kantop 

 

活動内容  

神ノ川ヒュッテを基地として各登山道の整備のサポート等ボランティア活動

をこの間実施してきたが令和元年１０月１２日台風１９号により神ノ川林道災

害により通行止めが発生し、復旧の見込みが立たぬまま現在に至る。 

 神ノ川ヒュッテより犬越路に至る東海道自然歩道コースは復旧困難で通行不

可能、神ノ川ヒュッテより林道で広河原までも各所で土砂災害により立入る事は

不可能な為、令和３年１月１日より神ノ川林道音久和～折花神社までは管理者で

ある神奈川県央事務所より神ノ川ヒュッテに条件付きで通行許可がおりました。

令和３年４月１１日（日）午前１０時より折花神社に於て、境内一部災害箇所の

修繕等のボランティア活動を実施します。 

 

活動場所 北丹沢山域（特に神の川、広河原、鐘撞山を中心とした地域） 

 

神の川ヒュッテ友の会会長 加藤 博恵 

 

連絡先 【担当者】杉本 憲昭 

【住 所】相模原市緑区小渕１５４５－１ 

【電 話】０４２－６８７－４０１１ 

【ＦＡＸ】 ０４２－６８７－３９８０ 

【メール】kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp 

 

http://kitatan.com/kantop
mailto:kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp


団体名称 ＮＰＯ法人北丹沢山岳センター 

設立目的 

 

 

藤野町牧野財産管理会の委託を受け、健全なヒュッテの経営を行う。 

山岳愛好者を中心とする一般公衆に対して、北丹沢地域の山岳活動に関する 

事業を行い、もって環境保護・スポーツ振興・災害救助に寄与することを 

目的とする。 

 

【設立年月日】 ２００３年 ４月 １１日 

 

団体情報  

【代表者】杉本 憲昭 

 

【会員数】運営委員会２０名 ６団体１００名 

 

【ホームページ】http://kitatan.com/ 

 

活動内容  ２０２０ 

４月 ７日 国道２０号線クリーン活動 

４月１４日 北丹沢神の川流域山開き・折花姫神社での本祭行事 

７月 ７日 北丹沢12時間山岳耐久レースへの協力 

７月２６日 神の川周辺登山道の清掃・点検活動 

１１月１０日 陣馬山トレイルレースへの協力・陣馬山清掃活動 

 

 

 

活動場所 北丹沢山域、陣馬山域 

（特に神の川、広河原、蛭ケ岳、姫次を中心とした地域） 

連絡先 【担当者】杉本 憲昭 

【住 所】相模原市緑区小渕１５４５－１ 

【電 話】０４２－６８７－４０１１ 

【ＦＡＸ】 ０４２－６８７－３９８０ 

【メール】kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp 

 

http://kitatan.com/
mailto:kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp


団体名称  山綾会（さんりょうかい） 

設立目的 

 

 中高年を対象に健全な登山・ハイキング等を実施することにより会員の健康増

進と親睦を図る。また、自然保護活動や市民文化活動に参加するとともに市民等

を対象に登山講座等を開催し、安全登山及び自然保護の啓発を行う。 

【設立年月日】 １９９２年 

団体情報 【代表者】   山田 正志 

【会員数】   ５２名 

【ホームページ】http://sanryokai 1992.web.fc2.com/  （綾瀬 山綾会 検索） 

活動内容  「 山行実施回数４０本、登山講座、大山清掃登山、市民文化祭と参加者延べ５

６４名・・・。」残念ながらこの数字は前年度の活動実績数です。 

 新型コロナ感染症が蔓延し、コロナとうまく付き合う方法を模索する年でし

た。 

 ２年度は 1 月恒例の七福神＋鶴亀巡り（秦野市内）で 1 年の健康と安全登山を

祈願し、活動をスタートさせました。湘南海岸・辻堂海浜公園歩き、大野山登山

と年初は足慣らしの季節です。 

 2 月は趣向を凝らし「小田原城総構え」を会員をガイド役に小田原北条氏 5 代

の足跡を辿りました。冬晴れの中、城郭都市を築いた北条百年の歴史も秀吉の小

田原攻めに明け渡すことに・・・。“会の語り部”は好評を博しました。 

下旬には某ビールメーカー工場見学を組み入れた府中市郷土の森梅園散策で

したが、この実施の判断には苦慮しました。 

年間計画では、新会員歓迎登山、丹沢での夏山訓練、３０００m 級は鹿島槍ヶ

岳へのリベンジ登山、白馬岳などでしたが計画倒れとなりました。市民向けの登

山講座しかり、大山清掃登山も早々に中止の連絡がありました。 

新型コロナ禍の中、会では２月の山行を最後として、活動を２度にわたり中止

の判断をし、結果令和３年３月末まで休止しました。 

このため、新年度の事業計画・予算案も「書面総会」で開催したところです。 

このような中、体力・脚力維持のため個人山行等で少数登山を勧めています。 

なお、年度の話題として、地域の海老名エフエム放送局「FM カオン（８４.２

MHz）」に出演させていただき、会の創設趣旨・活動等を語ることができました。 

今年度２ヶ月間の実績は、山行実施６回、参加者の延べ１１５名でした。 

 

 

 

 

 

連絡先 【担当者】栗原 十九二 

【住 所】 

【電 話】 

【ＦＡＸ】 

【メール】toku1920@ozzio.jp 

 

http://sanryokai
mailto:toku1920@ozzio.jp


団体名称 西丹沢の自然にふれあう会 

目的 西丹沢・北丹沢計６箇所の避難小屋およびその往復登山道の清掃活動をするため 

【設立年月日】2000 年 6 月 25 日 

団体情報 【代表者】多田慎一 

【会員数】29 名 

【ホームページ】－ 

活動内容 令和２年度の活動概略 

コロナにより、行事・例会・ごみ収集中止など影響大。 

・月一回の例会を計 5 回実施。内容はゴーラ沢出合、三ノ塔、仏果山など。参加者

延べ１８人、回収ゴミ０．２ｋｇ。 

（写真は令和元年９月例会一軒家避難小屋清掃後、西丹沢ビジターセンターで/ 

右下、令和２年６月例会 ゴーラ沢出合、ソーシャルディスタンス） 

 

連絡先 【担当者】沼野正睦 

【住 所】 

【電 話】 

【ＦＡＸ】 

【メール】mnnumano@jcom.home.ne.jp 

 

mailto:mnnumano@jcom.home.ne.jp


団体名称 蛭ヶ岳山荘委員会 

設立目的 

 

 

神奈川県より譲渡された、民間経営の山小屋としてお客様が快適に過ごせる 

山小屋を目指して営業努力している。山岳愛好者を中心とする一般登山者に 

対して、北丹沢地域の山岳活動に関する事業を行い、もって環境保護・ 

スポーツ振興・災害救助に寄与することを目的とする。 

 

【設立年月日】 １９９８年 ４月 １日 

 

団体情報  

【代表者】杉本 憲昭 

 

【会員数】蛭ケ岳山荘友の会７０名 

 

【ホームページ】http://kitatan.com/hirutop 

 

活動内容  

令和元年１０月１２日 台風１９号により林道に土砂崩れ災害発生 

蛭ヶ岳への登山主脈コースは平丸からのみ 

現在の主なコースは表丹沢コースとなっています 

 

令和２年４月９日 蛭ヶ岳 春・夏用の物資荷上げ 

１０月２５日 蛭ヶ岳 秋・冬用の物資荷上げ 

 ８～９月 ボランティアによる蛭ヶ岳山荘の屋根・外壁塗装作業を実施 

 令和３年度は新型コロナ禍によりボランティア活動は現在未定 

 

 

活動場所 北丹沢山域（特に蛭ケ岳、神ノ川、姫次を中心とした地域） 

 

蛭ヶ岳山荘友の会会長 東城 進紀 

 

 

連絡先 【担当者】杉本 憲昭 

【住 所】相模原市緑区小渕１５４５－１ 

【電 話】０４２－６８７－４０１１ 

【ＦＡＸ】 ０４２－６８７－３９８０ 

【メール】kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp 

 

http://kitatan.com/hirutop
mailto:kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp


団体名称 NPO 法人 みろく山の会 

設立目的 

 

健全かつ安全な登山、ハイキングに対する事業を行いスポーツの振興に寄与する

目的で設立 

【設立年月日】1983 年 4 月設立。2000 年 3 月に NPO 法人としての認証を受ける 

団体情報 【代表者】坂本優 

【会員数】771 名（2020 年 12 月末） 

【ホームページ】https://npo.mirokuyamanokai.org/ 

活動内容 例年、会山行を月 50 回以上、年間 700 回以上を計画していますが、今年度

はコロナ禍での山行中止が多く、実施は 40％を下回っています。 

山行は、160 名ほどのリーダーで初心者から経験者までが参加できるよう、公

園歩き、近郊の低山、アルプスなどの縦走、沢登り、クライミング、雪山、ス

キー等を実施しています。 

 当会の三大行事としては総会・清掃登山・みろく祭があります。その中で自

然保護活動の一環として実施している「清掃登山活動」は会創設以来継続して

取り組んでいますが、今年度は新型コロナによる非常事態宣言が発令されてい

たため中止となりました。 

 また丹沢大山再生計画の第一期から行っている大倉尾根の県民協働型登山

道補修は、毎月 1 回 10 名程度が参加して登山道の老朽化した階段や水切りの

補修等を行っています。（今年度は 8 回実施） 

連絡先 【担当者】金井朝子（自然保護部長） 

【住 所】横浜市西区戸部本町 51-13 松村興産ビル 2 階 

【電 話】045-317-2369 

【ＦＡＸ】045-317-2365 

【メール】miroku.shizenhogo.bu@gmail.com 

 

https://npo.mirokuyamanokai.org/
mailto:miroku.shizenhogo.bu@gmail.com


団体名称 NPO 法人 野生動物救護獣医師協会神奈川支部（WRV 神奈川支部） 

設立目的 

 

野生動物の救護活動を通じ、神奈川県における自然環境保全に寄与することを目

的とする 

【設立年月日】2003 年 7 月 5 日 

団体情報 【代表者】皆川康雄 

【会員数】約 10名 神奈川県野生動物リハビリテーター認定者：約 100 名 

【ホームページ】https://wrv-kanagawa.net/ 

【Facebook ページ】https://www.facebook.com/wrv.kanagawa 

活動内容 丹沢大山の自然環境保全に直接かかわる活動は特にないが、県内の野生

動物救護施設を中心に県内全域で以下の活動をしています。 

※ただし、今年度は新型コロナの影響により、ほとんど実施できており

ません 

 

①傷病野生動物の救護と野生復帰 

 

②傷病野生動物の救護に従事できる専門的なボランティア『神奈川県野

生動物リハビリテーター』を県の協力を得て養成及び資格認定 

認定された野生動物リハビリテーターは、県自然環境保全センター、

横浜市立動物園（野毛山・金沢・よこはま動物園ズーラシア）及び川

崎市夢見ヶ崎動物公園にて活動 

 

③大学や専門学校を対象に野生動物リハビリテーター人材の育成のた

めの専門家教育 

 

④次代を担う子どもたちに生命や自然の大切さ、人と野生動物との共生

のための環境教育 

 

⑤県民に野生動物救護に対する理解を深めてもらうための普及啓発 

 

⑥救護原因の究明や予防対策のための調査研究 

 

連絡先 【担当者】皆川康雄 

【住 所】横浜市神奈川区六角橋 5-17-15 皆川ﾊｲﾂ 102 

【電 話】045-548-4744 

【ＦＡＸ】045-548-4745 

【メール】kanagawa@wrvj.org 

 

https://wrv-kanagawa.net/
https://www.facebook.com/wrv.kanagawa
mailto:kanagawa@wrvj.org


団体名称 町田グラウス山の会（日本勤労者山岳連盟所属） 

設立目的 

 

登山を市民の健全なスポーツ・レクリエーションとして広め、登山の知識技術の

向上と安全山行を推進するとともに、山岳自然保護活動などを行う。 

 

【設立年月日】 1984 年 1 月 

団体情報 【代表者】前川 秀幸    

【会員数】 170 名 

【ホームページ】http://machida-grouse.com/ 

活動内容 ・丹沢をはじめ、全国各地及び海外の山岳での登山活動。 

ただし、令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、大人数での 

山行や海外での登山は行われず、ごく少人数での登山に限られた。 

 

・4 月の丹沢山開き式への参加と三ノ塔尾根での植物観察会 

 5 月の障がい者との交流ハイキング 

10 月のヤビツ峠周辺でのクリーンハイク 

 など恒例となっている行事が種々計画されたが、令和 2年度はコロナウイルス

感染症拡大防止の為すべて中止となった。 

連絡先 【担当者】森島 眞知子 

【住 所】町田市山崎町 1356 シーアイハイツＥ902 

【電 話】042-813-3171 

【ＦＡＸ】 042-813-3171 

【メール】suminagashi_asahi@yahoo.co.jp 

 

http://machida-grouse.com/
mailto:suminagashi_asahi@yahoo.co.jp


団体名称 ＮＰＯ法人丹沢自然学校 

設立目的 

 

丹沢地域に暮らす人々及び丹沢地域を訪問する人々に対して、相互の交流を促進すると共

に、丹沢地域の自然、文化の普及、啓発に関する事業を行い、丹沢地域の自然環境及び地域

文化の保護、保全に寄与することを目的とする。 

2009 年 4 月 23 日 NPO 法人として設立（2007 年 3 月 3 日任意団体として発足） 

団体情報 【代表者】 理事長 五十嵐聡 

【会員数】 17 名 

【ホームページ】http://www.tes21.org 

活動内容 私たちは西丹沢を中心に、丹沢の自然や文化を体験するエコツアー・プログラ

ムを企画・実施しています。 

しかし 2020 年度は、コロナ禍のため、人気プログラムであるシャワークライ

ミングをはじめとするエコツアーは開催できませんでした。大変残念ですが、今

後は感染状況を見極めながら、万全の対策の上、少しずつプログラムを再開して

いきたいと考えています。 

 エコツアー以外の活動として、西丹沢の植生の状況を追跡調査する定点撮影調

査を 2010 年度から行っています。丹沢の林床植生の衰退や回復の証拠をとらえ

ることができています。2020 年も 10 月に檜洞丸のつつじ新道で 10 か所の定点

の撮影を実施しました。 

   

  

 

檜洞丸山頂直下 
2010 年 10 月撮影 

同一地点 
2010 年 10 月撮影 
林床植生が回復してい

ることがわかる。 

http://www.tes21.org


また地域への貢献として、秦野市郊外の小学校・幼稚園で、水生生物・野生動

物調査の出張授業を 3回実施しています（幼稚園 1 回、小学校 2 回）。 

幼稚園で実施した「生きものの里調査隊」では、親子を対象にして、栁川生き

ものの里の水生生物を調査しました。水生生物の採集方法「ガサガサ」のやり方

を教え、採れた生物をスタッフが分類したところ、ドジョウ 37 匹、ホトケドジ

ョウ 23 匹、アブラハヤ 7 匹、ツチガエル 10 匹などが採集できました。ホトケド

ジョウが絶滅危惧種であることなどを解説し、この場所にいかに貴重な自然が残

っているかを、体で感じていただく体験になったと思います。 

  

小学校 3年生を対象とした「上秦野野生動物調査隊」は、学校の周辺で野生動

物の痕跡探しをした後で、動物が活動しそうな場所を児童が考え、センサーカメ

ラを仕掛けるという方法で、2016 年度から毎年冬に実施しています。 

今年度は 2 月 1 日～15 日に実施し、哺乳類ではシカ、キツネ、タヌキ、アラ

イグマ、ハクビシン、イタチ、ウサギの生息が確認されました。特にキツネ、イ

タチの撮影は 5年間のこの調査でも初めてで、秦野市郊外の里山に肉食動物も含

めた生態系が機能していることが確認できました。この調査結果は、秦野市環境

保全課及び市の自然観察施設「くずはの家」にも提供しています。 

  

これらの活動を通じ、多くの方に丹沢の自然や文化を知っていただき、丹沢の

自然のために行動する輪が広がっていくことを願っています。 

連絡先 【担当者】 

【住 所】秦野市八沢 76-5 

【電 話】080-5528-1491 

【ＦＡＸ】0463-57-2967 

【メール】 

 



団体名称 特定非営利活動法人 野生動物救護の会 

設立目的 

 

野生動物の保護及び救護に関わる活動を通じて、自然環境と生物多様性の保全

に貢献することを目的とする。 

モットーは「一頭一羽でも多くの野生復帰を目指して！」 

【設立年月日】平成 18年 10 月 2日 

団体情報 【代表者】 渡辺 優子   

【会員数】 約 90 名 小学生から年配者まで幅広い会員 

【ホームページ】http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp 

活動内容 基本は神奈川県自然環境保全センターにおける野生動物救護ボランティアとし

ての活動。 

 

・ 4 月    会報誌「RUNNER 35」発行 

・ 7 月 12 日  第 13 回 特定非営利活動法人野生動物救護の会 定期総会開催 

・11 月 21 日 野生動物痕跡調査講習会 開催 

・11 月～12 月 23 日 ブナの森ギャラリー展示「野生動物救護の会 活動紹介」 

・12 月 13 日 傷病舎大掃除 開催 

 

サントリー助成金 羽根標本冊子（作成中） 

 

通年調査 

・「足環プロジェクト」 

・秦野市立図書館衝突調査及び死亡個体の解剖検証 

・フクロウなどの巣箱調査 

・神奈川県自然環境保全センター野外施設及び傷病鳥獣治療飼育舎周辺での「野 

 生動物痕跡調査」 

 

そのほか羽根標本作成や探鳥会などを行っている 

また、会報誌 RUNNER 発行やブログ更新（随時）も行っている 

 

連絡先 【担当者】野生動物救護の会 事務局 

【住 所】神奈川県秦野市戸川 1086-4 

【電 話】0463-75-1830 

【ＦＡＸ】0463-75-1830 

【メール】wildrelief@kanagawa-choju.sakura.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp
mailto:wildrelief@kanagawa-choju.sakura.ne.jp


 

 

           
 
         
    
 
 
 
 
 
 
 
                
                ブナの森ギャラリー展示  
 
              

               

       
                   痕跡調査講習会 
 



団体名称 特定非営利活動法人 足柄丹沢の郷ネットワーク 

設立目的 

 

広く一般の市民に対して、神奈川県足柄上地域・西丹沢の地域間連携による共

生型の市民ネットワーク社会の構築と地域にある豊富な資源を活用した都市と

農山村間の交流や学び、体験などの多様なカリキュラムやプログラムを通じて、

人と地域が共に学び、共に生き、共に発展（繁栄）していくための持続可能な仕

組みづくりを目指し、地域や山里の歴史や自然、暮らしや文化などの叡智に対す

る認識と継承を行い、環境、教育、社会福祉、青少年の健全育成などの分野の向

上に寄与すること。 

【設立年月日】平成 23年６月７日 

団体情報 【代表者】 福島 実   

【ホームページ】https://ashitan.jimdo.com/ 

 

活動内容 【主な活動】 

・ 足柄キンタロウ学校事業 

・ 森林ボランティア活動：水源地の森林を守ろう!活動（活動場所：山北町三

保地区の森林） 

・ 自伐型林業と木の駅・薪ステーション（薪の駅）事業実現に向けた取り組み 

・ あしがらミツバチプロジェクト（休止中） 

【令和２年度の活動】 

・ 神奈川県のもり・みず市民事業支援補助事業として森づくりとものづくり活

動を以下の通り実施しました。 

 ① グリーンウッドワーク暮らしのものづくり講座「生木で作ろう！スツール

づくり体験 in 西丹沢」（10 月 24・25 日の２日間） 

 ② グリーンウッドワーク暮らしのものづくり講座「生木で作ろう！スツール

づくり体験 in 西丹沢」（11 月７・８日の２日間） 

 ③ グリーンウッドワーク暮らしのものづくり講座「足踏みろくろで作る！生

木で器づくり体験」（12月 19 日） 

・ 森林ボランティア活動 

  西丹沢・箒沢の森づくり活動 

・ 鹿島山北高校の森林体験活動は、新型コロナウィルス感染拡大により令和２

年度は活動を中止。 

 

 

 

 

 

 

連絡先 【担当者】福島 実 

【住 所】〒226-0013 横浜市緑区寺山町 587 番地黒滝荘 102 号 

【電 話】045－511－7568 

【ＦＡＸ】 

【メール】 

 

https://ashitan.jimdo.com/


団体名称 丹沢環境推進会議 

設立目的 

 

神奈川県内に於いて、丹沢大山地域の自然環境保護保全活動を行う。 

20１７年4月１０日任意団体として設立 

団体情報 代表者 小林 昭五 

会員数 1０名 

機関誌 丹沢環境推進会議だより  年３回発行 

活動内容 （１） 神奈川県内に於いて、丹沢大山地域の環境保護活動、啓発活動、人材

育成活動を行った。 

（２） 丹沢大山地域の環境美化活動を行った。 

（３） 丹沢大山地域の環境検定問題つくりを行った。 

（４） 目的達成のため他団体と協力連携してボランティア活動を行った。 

水質調査、登山環境意識調査アンケート活動、美化活動に協力した。 

（５） 丹沢大山登山環境意識調査アンケート冊子まとめへ協力した。 

 

連絡先 担当者 小林 昭五 

住 所 秦野市東田原２００－１０９ 

電 話 ０４６３（８２）１９９２ 

ＦＡＸ ０４６３（８２）１９９２ 

メール a.kobayashi4246@nifty.com 

 

mailto:a.kobayashi4246@nifty.com


 

 

 

 

Ⅲ  世話人会の活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



令和２年度世話人会の活動報告書 

 

１ 世話人会の開催 

 

（１）第1回 

実施日 令和２年５月２１日(木)提示～６月３日(水)集約～６月10日(水)結果報告 

方 法 書面開催 

出席者 ７名  

内 容 ① 世話人会の年間日程と内容  ② 瓦版の発行回数と内容 

③ 丹沢大山登山環境意識調査冊子発刊計画  ④ その他 

 

（２）第２回 

実施日 令和２年８月15日(土)提示～９月４日(水)集約～９月１０日（木）結果報告 

方 法 書面開催 

出席者 ７人  

内 容 ① 外来種調査・生き物の観察会について  ② 丹沢大山ボラネット瓦版 

③ 丹沢大山登山環境意識調査のまとめについて  ④ その他 

 

（３）第３回 

実施日 令和２年11月23日(月)提示～12月８日(火)集約～12月11日(金)結果報告 

方 法 書面開催 

出席者 ７名  

内 容 ① 令和３年度事業計画について  

ａ 水質調査について ｂ 講演会 ｃ 夏休み親子自然探検隊について 

ｄ 池の外来種調査及び生き物観察会について 

② 世話人会の改選について 

         ③ その他 

 

（４）第４回  

    実施日 令和３年２月～３年３月３日(水)集約～３年３月結果報告 

    方 法 電子文書とメールよる世話人会 

    出席者 ７名 

    内 容 ① 丹沢大山水質調査協力団体の承認 

② 丹沢大山登山環境意識調査冊子の配布について 

③ 令和３年度丹沢大山ボランティアネットワーク総会について 

a 日程  b 内容  c 役割分担  d その他 



２ 関係団体との協働 

丹沢大山ボランティアネットワークから世話人会代表が各委員会へ出席 

 

(1)丹沢の緑を育む集い実行委員会総会 

日 時 令和２年年５月 

方 法 文書・郵送による総会 

内 容  

① 令和２年度事業報告･決算報告について 

② 令和２年度事業計画･予算について  

 

(2)大山自然再生委員会関係 

ア 第64回秦野丹沢まつり 

※ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止 

日 時 令和２年４月19日（日） 

会 場 県立秦野戸川公園  

内 容  

① 再生への啓発活動 

② 丹沢の自然環境を知らせる。 

③ アンケート活動と募金運動 

④ その他 

 

イ 大山自然再生委員会 幹事会 

日 時 令和２年５月 

方 法 書面開催 

内 容 令和元年度事業実績及び令和２年度事業計画 

① 第21回丹沢大山自然再生委員会（令和２年度総会） 

② 令和２年度丹沢大山自然再生活動報告会について 

③ 次期丹沢大山自然再生計画の策定について 

④ その他 

 

ウ 丹沢大山自然再生委員会 令和２年度総会 

日 時 令和２年６月 

方 法 書面決議による総会 

内 容  

① 令和元年度事業実績・決算について  

② 令和２年度事業計画・予算（案）について  



③ 報告事項等  

④ その他 

 

エ 丹沢大山自然再生委員会 第３４回県民事業専門部会普及啓発検討チーム 

日 時 令和２年６月～７月 

方 法 書面開催 

内 容 

① グーグルアドワーズ実施結果 

② 令和２年度自主(直接実施)事業等の予定について 

③ 副読本『私たちのくらしと丹沢』（環境学習教材）の改訂について 

④ かながわ環境教室等の普及啓発事業について 

 

オ 丹沢大山自然再生委員会 幹事会 

日 時 令和２年８月～９月 

 方 法 書面とメールによる幹事会 

   内 容  

① 次期丹沢大山自然再生計画の策定に向けた意見書案 

② 2020 年度丹沢大山自然再生活動報告会の開催方法 

 

カ 令和２年度丹沢大山自然再生活動報告会 

※ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止 

 

キ 丹沢大山再生委員会 第 36 回幹事会 

日 時 令和３年 3月 9 日(火) 

※ 書面＋オンライン開催 

内 容 

① 令和 3年度総会の開催方法 

② 令和 3年度県民部会の共催、後援イベント 

③ 再生委員会の今後の進め方 

④ (株)グリーンメッセージの入会 

 



丹沢大山ボランティアネットワーク会則 

 
（名 称） 

    第１条 本組織は、丹沢大山ボランティアネットワーク(以下「ネットワーク」

という 。)と称する。 
 
（目 的） 

    第２条 ネットワークは、丹沢大山で自然環境に関る活動を実践しているボラ

ンティア団体の自主的な連携を図り、行政とのパートナーシップのもとで丹

沢大山の自然環境の保全に関る活動の推進を図ることを目的とする。 
 
（会 員） 
 第３条 会員は目的に賛同するボランティア団体により構成する。 
 ２ 入会及び退会は、所定の書面による届け出とする。 
 
（活動内容） 
 第４条 ネットワークは、次の活動を行う。 

（１） ネットワークづくりの推進に必要な活動の実施 
（２） 会員への情報提供および会員相互の情報交換の推進 
（３） その他、ネットワークの目的に合致する活動 

 
（世話人会） 
 第５条 ネットワークの運営のため、世話人会を設ける。 

２ 世話人は総会によって選出し、10 名程度とする。 
３ 世話人会に代表１名と、副代表２名を置き、選出された構成員の中から互

選により定める。 
４ 世話人会は代表が招集し、議長となる。 
５ 副代表は代表を補佐し、代表に事故ある時は、その職務を代行する。 
６ 世話人の任期は２年とする。ただし、再選は妨げない。 
７ 世話人会は、必要に応じ開催する。 

 
(世話人会の職務) 

第６条 世話人会は次の事項を行う。 
（１） 会員間の連携の推進に必要な連絡、調整 
（２） 各種情報の収集、分析 
（３） 行政とのパートナーシップの推進のため必要な神奈川県自然環境保全

センターとの協議 
（４） 総会に付議する議案に関すること。 
（５） その他、ネットワークの運営のため必要な事項 

 
（総会） 

第 7 条 総会は、世話人会代表が召集する。 
２ 総会は、年 1 回以上開催する。 



 ３ 議事は、出席者の過半数をもって決定する。 
 ４ 議決権は１団体で 1 票とする。 
 
(事業年度) 
 第８条 事業年度は、4 月 1 日から翌年 3 月３１日迄とする。 
 
（会 費） 
第 9 条 会費は毎年４月１日から翌年３月３１日迄の１年間とし、年間 2,000

円とする。 

 
（庶 務） 
第 10 条 丹沢大山ボランティアネットワークの必要とする費用は、会費および

助成金、その他の収入をもってこれに充当する。 
 ２ 会計担当者を２名以内置く。 
 ３ 監事を２名置き、会務および会計を監査する。 
 ４ ネットワークの庶務は、当分の間、神奈川県自然環境保全センターが協

力して行う。 
 
（その他） 
第 11 条 この会則に定めるものの他、ネットワークの運営に必要な事項は、世

話人会で協議して定める。 
 
 附 則 １ この会則は、平成 14 年８月４日から施行する。 
     ２ この会則は、平成 15 年４月５日から施行する。 

     ３ この会則は、平成 19 年４月８日から施行する。 

     ４ この会則は、平成 20 年４月６日から施行する。  

     ５ この会則は、平成 31 年４月 20 日から施行する。 



丹沢大山ボランティアネットワーク入会届 
 

  年  月  日 

 

 丹沢大山ボランティアネットワーク 

 世話人会代表          様 

  

丹沢大山ボランティアネットワークに入会しますので、入会届を提出します。 

 

団  体  名 

住     所 〒 

代表者  氏名 

 〃   住所 〒 

担当者  氏名 

（連絡先） 住所 〒 

               〃   電話 

               〃ファックス 

               〃 Ｅ－mail 

 

団体の概要記入欄 

設立時期  

会員数  

会報 □あり（名称：             ） □なし 

ホームページ □あり（アドレス：           ） □なし 

保全活動に関するキ

ーワード 

□美化活動 

□植樹、森林の育成 

□調査（内容：                 ） 

□普及啓発（内容：               ） 

□その他（内容：                ） 

活動の概要  

 

 

 

 

主な活動地域（         ） 

自由記載欄  

連絡方法 □郵送 □電話 □ファックス □Ｅ－mail 

注 １ 該当する□にチェックをしてください。 

  ２ 内容については、丹沢大山保全活動ホームページに掲載します。 



丹沢大山ボランティアネットワーク退会届 
 

  年  月  日 

 

 丹沢大山ボランティアネットワーク 

 世話人会代表         様 

  

 

丹沢大山ボランティアネットワークを退会しますので、退会届を提出します。 

 

団  体  名 

住     所 

代表者  氏名 

 〃   住所 

 

 退会理由： 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編集・発行 

 神奈川県自然環境保全センター 

 厚木市七沢６５７ 

 電話 046-248-0323 


